
  

室﨑さんからは、南海トラフ地震対策においていわゆる「臨時情報」が出てから慌てるのではなく、被

害想定をもとにして、各自がとり得るべき事前準備をしっかり進めるよう、お話がありました。 

 

参加者からは、「南海トラフ地震に対する減災のために地域は何をすべきか？」「津波避難のための備

えについてアドバイスをいただきたい」など事前の備えについての質問をはじめ、「兵庫県が実施して

いる住宅再建共済制度（フェニックス共済）への加入者を増加させるにはどうしたら良いか」「罹災証

明制度について、南海トラフ地震に向け見直しの必要はないか」といった自治体職員ならではの質問

も寄せられました。また子育て世代の女性からは、南海トラフ地震による自宅の被災を危惧した質問

が寄せられ、「自宅が被災した時、貯金がいくらくらいあれば良いか」という質問もあり、南海トラフ

地震をより身近な問題として考え、理解を深めていただくきっかけになったように思います。                           

 

 

 

 

 

 

 

○テーマ・概要                

 

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科公開講座 

減災・未来カフェ コーヒー片手に減災と復興そして未来を語る（第１回） 

日 時: 2019年 6月 8日（土）14:00～15:30 

受講者数: 35名（一般 25名、学生 10名） 

会 場： 人と防災未来センター東館 4階 兵庫県立大学神戸防災キャンパス 大教室 

講 師: 室﨑益輝（研究科長・教授） 

 

１９９８年イギリスのリーズで始まったとされる「サイエンスカフェ」は、１杯のコーヒー代を払えば

誰でもサイエンスの議論に参加できるというもの。兵庫県立大学減災復興政策研究科では、地域の皆様

との新たな減災復興のリスクコミュニケーションの場を設けることを目的に、全３回の「減災・未来カ

フェ」を開催します。１回目（６月８日（土））である今回は、当科研究科長の室﨑益輝さんをゲストに

招き、「南海トラフ地震での住宅再建の事前準備」をテーマに開催しました。 



  

森永さんからは、地震発生の仕組みの解説のあと、地震予知に関係する前兆現象など様々な現象を紹

介され、「地震予知は必要か否か」という観点から議論すべきことや「備えを忘れるから災害になる」

ことを強調され、もっと本格的かつ継続的に地震予知の研究を進める必要があることをお話いただき

ました。 

 

参加者からは、「南海トラフ地震の臨時情報が出た場合の避難する期間をどう考えるべきか」「南海ト

ラフ地震がいつ起きるか、何を根拠に説明すると効果的か」といった南海トラフ地震に関する質問が

寄せられ、森永さんからは、前者については「１週間程度」という数字には根拠がないこと、後者につ

いては地震の履歴から平均値として８０～９０年の間に７～８割の確率で起きているとの説明にな

る、との回答がありました。また、地震予知に関する動物の異常行動をどう捉えるかといった質問も複

数寄せられました。地震予知とその可能性について、より身近に考えていただくよいきっかけになっ

たように思います。 

 
 
 
 
 
 
 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科公開講座 

減災・未来カフェ コーヒー片手に減災と復興そして未来を語る（第２回） 
日 時: 2019年 12月 7日（土）14:00～15:30 

受講者数: 32名（一般 14 名、学生 18名） 

会 場： 人と防災未来センター東館 4階 兵庫県立大学神戸防災キャンパス 大教室 

１９９８年イギリスのリーズで始まったとされる「サイエンスカフェ」は、１杯のコーヒー代を払えば

誰でもサイエンスの議論に参加できるというもの。兵庫県立大学減災復興政策研究科では、地域の皆様

との新たな減災復興のリスクコミュニケーションの場を設けることを目的に、全３回の「減災・未来カ

フェ」を開催します。２回目（１２月７日（土））である今回は、本研究科教授の森永速男さんをゲスト

に招き、「地震予知とその可能性」をテーマに開催しました。 



  

室﨑さんからは、阪神・淡路大震災ほど、被災の検証を重ね復興の道を歩んでいる災害はないものの、

２５年経過した今だからこそできる検証があり、その復興検証の視点として、今の復興と次の復興に

両方に役立てること、すなわち、今の復興ではやり残した課題は何か、修正すべき事業は何かというこ

と、それを踏まえ次の復興にどう活かすかが重要、ということを説明されました。特に、次に同じよう

な災害は必ず起きるのであり、それにも関わらず次の被災地にガイドラインとなるべきものがないた

め、復興のプロセス、考え方をしっかり持っておくべきであることを指摘されました。 

 

このあと、復興検証のお話となり、課題から見た検証では、生活の回復（短期的課題）、安全の獲得（中

期的課題）、社会の改革（長期的課題）に対する評価について、過程から見た検証では、計画策定、資

源運用、実行管理、法制運用の各過程で達成できたこと、残った課題は何かについて、解説されまし

た。 

 

今回は時間の都合上、参加者とのやり取りはありませんでしたが、参加者から提出のあったコミュニ

ケーションカードの中には、室﨑さんの指摘する「次の復興」のための指標がないことに同調し、それ

を危惧する意見も見られました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

○テーマ・概要                

 

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科公開講座 

減災・未来カフェ コーヒー片手に減災と復興そして未来を語る（第３回） 
日 時: 2020年 1月 17日（金）10:00～11:00 

受講者数: 26名（一般 18 名、学生 8名） 

会 場： 人と防災未来センター東館 4階 兵庫県立大学神戸防災キャンパス 大教室 

１９９８年イギリスのリーズで始まったとされる「サイエンスカフェ」は、１杯のコーヒー代を払えば

誰でもサイエンスの議論に参加できるというもの。兵庫県立大学減災復興政策研究科では、地域の皆様

との新たな減災復興のリスクコミュニケーションの場を設けることを目的に、全３回の「減災・未来カ

フェ」を開催します。３回目である今回は、阪神・淡路大震災から２５年の節目となる日に当たるため、

当研究科長の室﨑益輝さんをゲストに招き、「阪神・淡路大震災の２５年間の復興検証」を特別テーマに

設定して開催しました。 




